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1. 序　　近年、キャンパス建築には、ラーニングコモン
ズ等のコモンスペース

注1
が新たに確保され、学生や教員

の交流を促し、新たな学習空間として利用されると共に、
学外への地域開放の場としても重要な役割を担っている。
コモンスペースには、複数のスペースが同一階で連続す
るものや、吹抜けを介して上下階を繋ぐもの、さらにテラ
ス等の外部空間まで連続するものがあり、こうした連続す
るコモンスペースは、キャンパス建築の空間的な特徴に
なっていると考えられる。そこで本研究では、キャンパス
建築におけるコモンスペースの連続性を明らかにするこ
とを目的とする

注２
。

2.コモンスペース　　キャンパス建築には、様々なコモン
スペース（以下、CS）がみられる。例えば分析例（図1、左）
では、1階にピロティ、2階に広い室の図書室、3階に多数
のテラスに面して大開口をもち、他の室への通過動線とな
る吹抜けのラウンジがある。まず、キャンパス建築における
CS数を検討すると（表1）、1棟のなかに4スペースのCSを
もつものが最も多く、最大で31スペースをもつものがみら
れた。こうしたCSの用途を整理すると、内部CSはラーニン
グコモンズ等の学習機能や、ラウンジ等の休憩機能が多く

（表2）、外部CS	はテラスが多くみられた（表3）。また内部
CSは、様々な大きさの規模がみられるため、それらを単室、
広室、吹抜け空間に分類すると、単室が過半数を占めた（表
4）。さらに、大開口があるかどうか（表5）や、通過動線と
なるか行き止まりかの動線（表6）についても検討した。
3.コモンスペースの連結　　　CSには、同一階や上下階で
複数連結されて、まとまりを形成するものがみられる。例え
ば、分析例のCSのまとまり（図1、右上）では、ラウンジ
とテラスが同一階で繋がり、さらに上階のテラスと吹抜けを
介して連結している。こうしたCSの連続性を、前章で検討
したCSの規模や、大開口、動線と併せて検討すると（表7）、

まとまりを形成する6つの連結CSパタンと、単独で位置す
る４つの単体CSパタンに大きく分類できた。
　まず、連結 CSパタンのうち、A 〜 C は内部 CSのみが
繋がるものである。A は、CSが同一階で連結するもので、
2面以上の大開口をもつグループ学習室等の広室と単室が
繋がり、上層階に位置する傾向がみられた。B は、階段
室まわりのCSが上下階で連結されるもので、ラウンジ等
の単室に多くみられた。C は、同一階と上下階のCSの連
結を併せ持ち、1階の吹抜け空間が通過動線となり、上層
階の比較的大きな室と吹抜けを介して繋がるものである。
これらに対して、D 〜 F は内部 CSと外部 CSが繋がるも
のである。D は、同一階で連結されるもので、最も多くみ
られた。2面以上の大開口をもち通過動線となる比較的大
きな室と外部CSが繋がり、1階に位置する傾向がある。E
は、上下階に渡り、テラスと大開口で面するラウンジ等の
CSが階段室まわりで繋がるものである。F は、内部CSと
外部CSが同一階で繋がり、さらに内部CSどうしが上下階
で繋がるものである。1階の通過動線の吹抜け空間とテラ
スが連続すると共に、上層階の大開口をもつ広室や単室
と吹き抜けを介して繋がるものが多く、多種類のCSが繋
がる傾向がみられた。
　また、単体のCSパタンには、単室の In-1、広室の In-2、
吹抜け空間の In-3、外部 CSの Ex があり、内部CSの共通
する特徴として、2面以上の開口をもつ傾向がみられた。
4. キャンパス建築におけるコモンスペースの組合せ
　前章で得られたCSパタンをもとに、キャンパス建築で
のそれらの組合せを検討した結果（表8、図2）、同じ傾向
をもつ7つの構成類型を見出した。類型①は階段室まわり
のCSが上下階で繋がるもの（B）をもつ。②は建物全体
を貫通する吹抜け空間を中心に、CSが上層階まで連続す
るものである（C）。③は外部 CSと内部 CSが連続するも
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図1	分析例(No.38	東京大学/数物連携宇宙研究機構棟)
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な空間的特徴をもつことが確認できた。また、キャンパス
建築においては、CSが連結される傾向があり、その中で、
吹抜けにより内部 CSが連続するものや、内部 CSと外部
CSが連続するものといった、CSによってキャンパス建築
全体や周辺環境と関係づける構成がみられた一方、連結
するCSを並置することで、互いのCSの独立性を際立た
せる特徴的な構成がみられた。

の（D）が1階に位置するものである。④,⑤ ,⑥は1階
で外部CSと内部 CSが繋がり、かつ上層階のCSと連続す
る（F）をもつと共に、⑤は上層階で複数の内部 CSが繋
がる（A）、⑥は内部CSと外部CSが同一階で連結する（D）
を併せ持つものである。これらは、建物内に連結される
CSのまとまりをもつ構成であるのに対して、⑦は単独で
位置するCSをもつものである。
　以上の類型を整理すると（図2）、吹抜けにより内部 CS
が連続する構成（②,④ ,⑤ ,⑥）、内部CSと外部 CSが
連続する構成（③,④ ,⑤ ,⑥）、複数の連結CS	を並置
する構成（⑤,⑥）という共通する性格を見出した。
5.結　　キャンパス建築におけるコモンスペース（CS）
の連続性を検討した。その結果、　CSは同一階や上下階で
連結するものが多く、その規模や大開口、動線により様々
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注 1)コモンスペースとは、一般に学校建築において多様な活動に対応し、ゆとりのある学校

生活を可能にするために設けられるオープンスペースをさす (建築大辞典 /彰国社 )。

また文部科学省による ｢国立大学等施設の整備充実に向けて−未来を拓くキャンパスの創

造− ｣では、共同研究等に関連する人・情報・物の流れが集約される共有の場とされてい

る。本研究では、学生や教員の様々な活動に対応し、食堂や図書室を含む交流や情報収

集を行うことのできる空間をコモンスペースとする。

注 2)本研究では、知的活動を促す環境づくりにあたって、コミュニケーションの場の確保を

提唱した「国立大学施設整備計画指針」の策定された 1994 年から 2015 年までの「新建築」

に掲載され、なおかつ日本建築学会作品選集に掲載された 39作品、56棟を資料とした。

表7注)	表中の記号は表2〜表6に準ずる。またCSが同一階で連結する場合は「,」、上下階で連結する場合は「＝」にて示す。

表8　ｺﾓﾝｽﾍﾟ−ｽの組合せ
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表8注)	表中の数字は該当数を示す。
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⑤

工学院/ｽﾁｭｰﾃﾞﾝﾄｾﾝﾀｰ

大東文化/図書館
金沢工業/21号館

相模女子/ﾏｰｶﾞﾚｯﾄ本館
33

24
47

35

1

1
1

2
1

1
1

1 2

⑥

追手門学院/中央棟•6号館

神奈川工科/KAIT工房
東京工業/緑ヶ丘1号館

29

27
26

他(5)

他(8)

1
1
2 ⑦
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